
１． 継続事業の前提に関する注記
継続事業の前提に関して疑義を抱かせる事象は存在しない。

２． 重要な会計方針

　 (1)　 有価証券の評価基準及び評価方法

なし

　 (2)　 棚卸資産の評価基準及び評価方法

なし

　 (3)　 固定資産の減価償却の方法

定額法による

　 (4)　 引当金の計上基準

なし

　 (5)　 キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

なし

　 (6)　 消費税等の会計処理

税込経理を採用している。

３． 会計方針の変更

なし

４． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　　　　目 前期末残高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

基本財産

　基本金（定期預金） 100,000,000 0 0 100,000,000

小　　　　　計 100,000,000 0 0 100,000,000

特定資産

　特別演奏会積立資産 3,600,000 0 2,800,000 800,000

　新型コロナ対策等積立資産 0 0 0 0

　保証金 156,600 0 0 156,600

　器具備品 7,098,114 0 0 7,098,114

小　　　　　計 10,854,714 0 2,800,000 8,054,714

合　　　　　計 110,854,714 0 2,800,000 108,054,714

財務諸表に対する注記


